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連立一次方程式（n = 20次元）

Ax = b, A =
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(1)

に対して最急降下法，共役勾配法を適用したときの残差 ‖rk‖ の変化を図 1(a)に示す．

連立一次方程式（n = 50次元）

Ax = b, A =
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(2)

に対して前処理なし共役勾配法，ICCG法を適用したときの残差 ‖rk‖の変化を図 1(b)に示す．
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図 1: (a)連立一次方程式 (1)に最急降下法 (SD)，共役勾配法 (CG)を適用したときの残差 ‖rk‖の

変化．(b)連立一次方程式 (2)に前処理なし共役勾配法 (CG)，ICCG法 (ICCG)を適用したときの

残差 ‖rk‖の変化．
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